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十和田・奥入瀬サマーキッズキャンパス

　８月７日から 22 日まで十和田・奥入瀬サマーキッズ
キャンパスが開催されました。このキャンパスは、福島
第１原発事故の影響で屋外の活動が制限されている福島
県の子どもたちにのびのびと遊び、学べる環境を提供し
たいと同実行委員会（小山田久会長）が主催したもので、
福島県から 200 人の親子が参加。十和田湖・奥入瀬を中
心に自然散策や近隣市町村へのバス遠足、学習支援など
が行われました。
　９日は「１日駒っこランド」が行われ、148 人が参加。
子どもたちは元気いっぱいに苑内を走り回ったり、滑り
台で遊ぶなど駒っこランドを満喫しました。福島市から
参加した長
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正明
あ す か

日翔さん（小学２年生）は乗馬を初めて
体験、「馬の上から見た景色は高くて怖かったけど、楽
しかったです」と笑顔で話していました。
　21 日に行われた解散式では、参加した児童を代表し、
斉藤春希くん（中学２年生）らが「カヌー体験、蔦の森ト
レッキング、駒っこランドなどさまざまな体験ができまし
た。十和田では放射能の心配がなく、自由に外で遊べてと
ても楽しかったです。また青森に来たいです」と話し、実
行委員会スタッフに感謝の言葉を述べていました。
　子どもたちは十和田での夏の思い出を胸に福島への帰
路につきました。　　

Pick
up

　８月６日、宇樽部キャンプ場でうたるべ森と湖のフェ
スタが開催されました。
　キャンプ場内では、木と木の間に張られた綱を渡るス
ラックラインや木にぶらさがったロープを登るツリーイ
ング、カヌーなどの体験ブースを設置。　
　カヌー体験を終え、茨城県から家族連れで訪れた田沢
克行さんは「湖面から見る景色は味わい深いもの。最高
です」と、話していました。 絶好のカヌー日和。気持ちよさそうですね

十和田湖の自然を満喫しよう
うたるべ森と湖のフェスタ

　８月７日、御幸橋下流付近で、第 28 回奥入瀬川クリー
ン作戦が開催され、615 人が参加しました。
　このクリーン作戦は、奥入瀬川のきれいな姿を後世に
残そうと奥入瀬川クリーン対策協議会（畑山親弘会長）
が開催したものです。
　参加者は７班に分かれ、空き缶やびんなどのごみを拾
い集め、川をきれいに保つことの大切さを実感していま
した。 川沿いを歩きごみを拾う参加者

奥入瀬川のきれいな流れを後世に伝える
奥入瀬川クリーン作戦

　８月 16 日、稲生川灯ろう流しが開催されました。
　家内安全、身体健康、東日本大震災からの復興を祈願
する灯ろうを持った市民の行列が太素塚を出発。旧国道
４号を通りながら稲生川第一西裏橋まで練り歩きました。
　約 200 個の灯ろうが稲生川へ流されると、辺りはろう
そくの淡い光に彩られ、幻想的な雰囲気に包まれていま
した。

がんばれ東北！　東日本大震災で被災したかたがたへの
メッセージを書いた灯ろうが数多く見受けられました

灯ろうの淡い光が稲生川を彩る
稲生川灯ろう流し
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れました。
　会場内ではトマト、きゅうり、黒にんにくなどの農産
物や裂織ストラップなどの雑貨が販売されました。
　また、竹トンボやコマの作成、希少な活版印刷機のテ
キンを使った活版体験ができるワークショップなどが行
われ、家族連れなどで終始賑わっていました。 型にこうぞ（和紙の原料）を流して和紙のはがきを作り

ました

デザインの力で特産品をＰＲ！
アート広場でチャリティマルシェ

　７月 30 日から８月２日にかけて、市総合体育センター
で平成 23 年度インターハイ空手道競技が開催され、全
国から 186 校、選手 853 人が熱戦を繰り広げ、期間中の
来場者は延べ２万人を超えました。
　大会には市内外の高校生約280人が補助員として活躍。
１週間運営に携わった深堀真

ま ゆ

由さん（十和田西高・３年）
は「補助員としてがんばりました。大きなミスもなくよ
かったです」と、話していました。 県立三本木高校は敗れたものの、堂々とした試合を展開

インターハイ空手道競技が開催
来場者は延べ２万人超！熱戦が繰り広げられました

　８月 10 日、県立三本木農業高校で児童らによるジャ
ガイモ堀り体験が行われました。この体験は、土や緑と
触れ合い農業に関心を持ってもらおうと東公民館が開催
したもので、児童と保護者 22 人が参加しました。
　初めてジャガイモ掘りを体験した佐々木穂

ほのか

花ちゃん
（南小・１年）は「茎を抜いてみたらジャガイモがいっ
ぱい付いててうれしかったです」と、笑顔で話していま
した。 ハート型のジャガイモを発見！

土と触れ合い、ジャガイモを掘ってみよう
三本木農業高校でジャガイモ掘り体験

修了証書を手にした子どもたち。また十和田に来てね！

長正さんは初めて乗馬を体
験！馬の上から見る景色は
大人より高いです

学生に手伝ってもらいなが
ら、宿題にも取り組みまし
た。


